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The Whole Earth Catalogue誌の最終号の背表紙の
言葉 
”












So keep looking 



























































課程博士 論文博士 計 課程博士 論文博士 計 課程博士 論文博士 計
博士（文学） 1 － 1 4 － 4 2 1 3
博士（教育学） 1 － 1 2 － 2 3 － 3
博士（法学） － － 0 － － 0 1 － 1
博士（経済学） 2 1 3 2 － 2 3 2 5
博士（理学） 5 － 5 4 － 4 7 － 7
博士（医学） 9 2 11 9 － 9 9 3 12
博士（医科学） － － 0 1 － 1 － － 0
博士（社会健康医学） － － 0 － － 0 3 － 3
博士（人間健康科学） 2 － 2 1 － 1 1 － 1
博士（薬学） － － 0 － － 0 － 1 1
博士（薬科学） － － 0 － － 0 － － 0
博士（工学） 10 1 11 8 1 9 41 1 42
博士（農学） 8 3 11 3 － 3 6 － 6
博士（人間・環境学） 2 － 2 3 2 5 7 1 8
博士（エネルギー科学） 1 － 1 － － 0 1 － 1
博士（地域研究） － － 0 2 － 2 1 1 2
博士（情報学） 1 － 1 － － 0 8 1 9
博士（生命科学） 6 － 6 1 － 1 1 － 1
博士（地球環境学） 1 － 1 － － 0 6 1 7
















































































































































































































































































































































ワークショップを，"Demographic Challenges in the 
Era of Global Ageing and Migration" （グローバル
高齢化と移動の時代における人口学的挑戦）をテー
マとして文学部新館で開催した。
ワークショップはKUASUの国際連携大学教員や
本学教員による基調講演に始まり，世界16の国や地
域から，大学院生・若手研究者24名が英語で研究発
表を行った。取り扱ったテーマは高齢化による人口
の変動や，それらが引き起こす国境をこえた移住，
社会包摂などで，参加者からは，「多様な分野の研
究者からコメントをもらえたことも視野を広げるう
えで大変有意義であった」，「発表や質疑応答のみで
なく，何気ない会話にも多くの気づきがあった」な
どの声が聞かれた。
３日には，日本の超高齢社会の現実をより深く知
るために，フィールドトリップを開催し，シルバー
人材センター二条城事務所「ばぁばサービス，ピノ
キオ」，シルバー人材センター北部支部，地域密着
型総合ケアセンタ 「ーきたおおじ」，高齢者福祉施設
「紫野（むらさきの）」などを訪問した。
第３回高校生のための夏期セミナ 「ー漢字文化への誘い」を開催
人文科学研究所では８月７日（金）に東アジア人文
情報学研究センター大会議室で，第３回高校生のた
めの夏期セミナ 「ー漢字文化への誘い」を開催した。
本セミナーは，将来を担う高校生に漢字の面白
さ，奥深さをわかりやすく紹介し，漢字文化全般に
関心を深めてもらおうと企画したもので，関東から
近畿まで21名の高校生が参加した。
冨谷　至 東アジア人文情報学研究センター長の
挨拶に始まり，「時には，書物にかんして語ろう」を
テーマに，永田知之 准教授が「読む・書く・写す・
 （学際融合教育研究推進センター）
参加者の集合写真
セミナーの様子
4515
京大広報 2015.10　No. 715
2015年国際土壌年記念巡回展『土ってなんだろう？』を開催
９月２日（水）から９月13日（日）まで総合博物館に
おいて，国際連合が定めた国際土壌年2015を記念し
て，地味だけどすごい土の魅力を紹介する巡回展示
『土ってなんだろう？』を開催した。本展は埼玉県立
川の博物館が主催し，総合博物館のほか，地球環境
学堂，農学研究科，一般社団法人日本土壌肥料学会
および日本ペドロジー学会が共催した。
私たち人間を含め多くの生き物の命を様々な形で
支えている「土」の魅力を紹介した本展示には1640名
の入場者があった。会期中には，久馬 一剛 京都大
学名誉教授による特別講演「日本の土壌学はどのよ
うに始まったのか」を開催し，約70名の参加者を得
たほか，「光る泥団子作りに挑戦」企画には，子ども
を中心に約160名が参加した。
 （大学院地球環境学堂・学舎）
印刷する―漢字ばかりの本ができるまで」の講演を
行った。講演後，センターの見学を行い，最後の座
談会では熱心な質問や議論が行われた。
参加者からは「中国の貴重な書物に触れることが
できてとても勉強になりました」，「書物自体の形の
移り変わりを考えていくという講演内容は大変興味
深かったです」，「京都大学で学び，ここで研究した
いと思いました」等の感想が寄せられた。
 （人文科学研究所）
サマースクール「東南アジアの再生可能エネルギー開発」の研修をチェンマイ
（タイ）で実施
８月10日（月）から21日（金）までタイのチェンマイ
大学（CMU）で大学の世界展開力強化事業（「人間の
安全保障」開発を目指した日アセアン双方向人材育
成プログラムの構築）による，サマースクール「東南
アジアの再生可能エネルギー開発」の研修を行い，
工学部・農学部・法学部の学生15名が参加した。
この研修では，CMUの学部学生とともに，再生
可能エネルギーについての講義と，小水力発電所，
地熱発電所，バイオガスプラント，バイオマスプラ
ントへの訪問を通して，各種エネルギーの基礎知識
 （大学院地球環境学堂・学舎）
会期中に実施した展示解説
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第７０回京都大学原爆災害綜合研究調査班遭難者の慰霊の集いを開催
昭和20年，原子爆弾が投下された広島で被爆者調
査，診療にあたっていた「京都大学原爆災害綜合研
究調査班」は，同年９月17日に西日本を襲った枕崎
台風による土石流の被害にあった。そのとき犠牲と
なった方々を慰霊する集いが，９月12日（土）広島県廿
日市市宮浜温泉（旧大野町）の慰霊碑前にて営まれた。
調査班は，原爆投下直後に軍の依頼を受けて医学
部と理学部を中心とした教員，学生，看護婦らで結成
され，９月３日からは大野村（現廿日市市）にある大
野陸軍病院を拠点に原子病患者の治療および病理学
的研究調査が約50名になった調査班員により進めら
れたが，折しも「枕崎台風」と呼ばれる大型台風による
大規模な土石流で班員11名を含む156名が死亡した。
慰霊は，例年被害のあった９月17日の直近の土曜
やタイにおけるそれらの利用状況，今後それらの利
用を拡大するための社会的・経済的・政治的・技術
的諸課題について学んだ。
チェンマイでの臨地研修を通して，エネルギーと
環境についての生きた知識を得ることができた。本
研修は本学・CMU双方の学生にとって貴重な経験
となった。
 （学際融合教育研究推進センター）
慰霊碑への献花
修了式で修了証書を手にする参加者
追悼の言葉を述べる山極総長
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第１回京都こころ会議シンポジウム「こころと歴史性」を開催
９月13日（日），京都ホテルオークラにて第１回京
都こころ会議シンポジウム「こころと歴史性」を開催
した。４月に発足した「京都こころ会議」の第１回シ
ンポジウムとして，こころの歴史性に焦点をあて，
５人の講演者がそれぞれの専門分野から講演，討論
をおこない，400名を超える参加者が来場した。
はじめに，吉川左紀子 こころの未来研究センター
長，稲盛和夫 公益財団法人稲盛財団理事長の挨拶
があり，牛尾則文 文部科学省研究振興局学術機関
課長より祝辞を頂いた。
続いて講演がおこなわれ，中沢新一 明治大学野
生の科学研究所長が「こころの構造と歴史」，河合俊
雄 こころの未来研究センター教授が「こころの歴史
的内面化とインターフェイス」，広井良典 千葉大学
教授が「ポスト成長時代の『こころ』と社会構想」，下
條信輔 カリフォルニア工科大学教授・こころの未
来研究センター特任教授が「こころの潜在過程と"来
歴"～知覚，進化，社会脳」，山極壽一 総長が「ここ
ろの起源―共感から倫理へ」と題してレクチャー
した。その後，講演者による総合討論がおこなわれ，
鎌田東二 こころの未来研究センター教授が総括コ
メントを提供し，湊　長博 研究担当理事・副学長
による閉会の言葉でシンポジウムは終了した。
今回おこなわれた第１回京都こころ会議シンポジ
ウムの講演内容は，書籍として出版される予定。ま
た，2016年には「国際京都こころ会議」を開催する。
なお，シンポジウム詳細はこころの未来研究セン
ターホームページに掲載している。
http://kokoro.kyoto-u.ac.jp/jp/news2/2015/09/
1509kokorokaigi.php
 （こころの未来研究センター）
日に自由参拝で行われているが，本年は５年に１度
の式典開催の年にあたり，遺族をはじめ関係者を含
む，約70名が参列した。
式典では，犠牲者への黙祷の後，山極壽一 総長，
上本伸二 医学研究科長，森脇　淳 理学研究科長，
木村　徹 芝蘭会広島支部長，眞野勝弘 廿日市市長
が追悼の言葉を述べ，遺族代表として眞下芳夫氏が
言葉を述べた。その後，山極総長，眞野廿日市市長
をはじめ参列者全員が献花を行った。式典の最後に
は，山極総長から本慰霊の集いに対し永年ご尽力い
ただいている廿日市市長，廿日市市議会議長，廿日
市市大野支所長へ感謝の意をこめて感謝状が進呈さ
れた。
来年は９月17日（土）に自由参拝形式にて第71回慰
霊の集いが開催される予定である。
 （大学院医学研究科）
シンポジウム全景 総合討論の様子
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稲垣省五先生は，７月９日
逝去された。享年67。
先生は，昭和45年大阪大学
工学部電気工学科を卒業後，
京都大学大学院理学研究科修
士課程，同博士課程を修了し
て，昭和52年11月に京都大学理学博士の学位を取得
された。昭和53年10月京都大学理学部助手に採用さ
れ，平成３年助教授に昇任，平成６年教授に昇任さ
れた。平成19年に退職され，翌年名誉教授の称号を
授与された。
先生は長年にわたって理論天文学，特に球状星団
の力学的進化の解明に努められ，幅広い分野におい
て研究論文と著書を公表している。球状星団とは数
十万もの恒星が集まった集団をいい，多数の星が互
いに複雑に重力相互作用しているため，そのふるま
いを理解するのは極めて困難であることが知られて
いる。先生はこの難問に真っ向から取り組み，回転
する星団が臨界温度以下で重力不安定により崩壊す
る現象の発見や，自己重力多体系の振る舞いを簡便
に記述する一般変分原理の開発で，世界的に知られ
ている。また先生は学生の研究指導に熱心に取り組
まれ，優れた人材を輩出し，学問の進歩に貢献され
た。本学在任中には宇宙物理学教室の主任として，
教室の運営に取り組まれた。また平成９年に京都市
で開かれた国際天文学連合総会の際には，現地の運
営委員として会議の成功にご尽力された。
 （大学院理学研究科）
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名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼
の意を表します。以下に各氏の略歴，業績等を紹介します。
稲垣　省五　名誉教授
卯本重郎先生は，７月29日
逝去された。享年85。
先生は，昭和28年３月京都
大学工学部電気工学科を卒
業，同31年３月同大学院研究
奨学生前期（工学）を修了，同
33年３月同後期を修了し，同36年３月工学博士（京
都大学）の学位を授与された。昭和33年４月京都大
学工学部助手に採用され，助教授を経て，同42年１
月教授に就任，工学部電気工学科電磁気学講座を担
任された。平成６年３月停年により退官され，京都
大学名誉教授の称号を受けられた。
本学退官後は，平成６年４月から同14年３月まで
福山大学工学部電子・電気工学科教授を務められた。
先生は，電磁気学，電磁流体力学，電気回路など
における基礎方程式の数値解析法の研究開発に従事
され，その解析法を用いて，電力系統における進行
波，電気機器の性能向上，電磁流体（MHD）発電など
に関する研究を行い，多くの優れた業績を残された。
主な著書に『電磁気学』，『基礎電気数学』等がある。
これら一連の教育研究活動により，平成21年11
月，瑞宝中綬章を受けられた。
 （大学院工学研究科）
卯本　重郎　名誉教授
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髙棹琢馬先生は，８月30日
に逝去された。享年81。
先生は，昭和31年３月京都
大学工学部土木工学科を卒
業，同33年３月に同大学院工
学研究科修士課程を修了，同
博士後期課程を経て，同35年４月同大学防災研究所
助手，同36年４月同助教授，同39年３月同大学工学
部助教授に配置換え，同47年６月同教授に昇任され，
土木工学科水工計画学講座を担当された。平成９年
３月停年にて退職され，同年４月京都大学名誉教授
の称号を授与された。
先生は，水文学および水資源学に関わる独創的か
つ画期的な研究業績を挙げられ，土木工学の水工学
分野の進歩に多大な貢献をなされるとともに，土木
学会水理委員会委員長，水文・水資源学会会長を歴
任され，水工学研究の推進・活性化および後進の教
育・指導，多方面で活躍する人材育成に貢献された。
先生は，洪水流出系の分析・同定・予測に関する
研究に関して，山地流域における雨水の挙動を力学
的に究明され，物理的な洪水流出予測手法の基礎を
築かれた。これらの研究は，その後の国内外の組織
的研究よりも20年以上前に行われたもので，その成
果は水文学の発展に大きく貢献したものとして国内
外で高く評価されている。また，先生は，河川・水
資源システムの計画・管理に関する研究を創始され，
洪水被害軽減のための技術開発研究に成果を挙げら
れた。これらの成果は，洪水流出系の分析・同定・
予測に関する研究成果と合わせて，人間・社会シス
テムと水文・気象システムとの相互作用を解明しよ
うとする水文学・水資源学の新たな研究領域の展開
の端緒となった。これらの業績により，水文・水資
源学会功績賞，平成25年11月には瑞宝中綬章を受け
られた。
 （大学院工学研究科）
髙棹　琢馬　名誉教授
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